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LLFP の短寿命化・安定化プロセス設計の基礎となる核反応データ測定を目的とし、理化学研究所 RI ビー

ムファクトリー内に建設された低エネルギーRI ビーム生成ビームライン・OEDO ビームラインの概要およ

び初運転データによる性能評価について発表する。 
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LLFP の短寿命化・安定化を可能にするプロセス設計の基礎となる核反応データ測定を目的とした低エネル

ギーRI ビーム生成ビームライン・OEDO ビームラインを理化学研究所内 RI ビームファクトリー（RIBF）

内 SHARAQ ビームライン[1]の改造により平成 27～28 年において建設をした。OEDO は、RIBF で生成さ

れた核子あたり約 250MeV/u の RI ビームを効率的に減速することで、低速（核子あたり 10MeV～50MeV）

LLFP 粒子を生成する。低速 LLFP ビームの収束性を高め、エネルギー広がりを抑えることを目的とした新

しいイオン光学輸送法[2]を採用、そのため

の新たなビーム収束エレメントとしてサ

イクロトロン加速器と同期した RF 偏向装

置[3]を導入している。システムは、2 台の

3 連四重極電磁石と、RF 偏向装置を基本構

成としている(図１)。OEDO で生成される

エネルギー領域は原子核反応が破砕から

核子付加、核融合へと反応機構が変容する

エネルギー領域であり、核変換反応断面積

の測定データが強く望まれている。本講演

では OEDO ビームラインの概要を紹介す

るとともに、平成 29 年 6 月に実施した初実験でのデータに基づく性能評価について発表する。 

本研究は、総合科学技術・イノベーション会議が主導する革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）の

一環として実施したものです。 
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図 1: OEDO システム。中央（赤色）が RF 偏向装置。 
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